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閉所式を前にして、大木戸季節保育所の子どもたちが、

おひな祭り発表会を開きました。この日まで一生懸命に練

習をし てきたお遊戯をお母さんやおばあちゃんの前で披露

し まし た。女の子は瓠物を看てしとやかに。男の子は法被

を着たり腰みのを巷けたりして元気に披露し 。たくさんの

拍手をもらい まし た。

圃児の中には、桜が咲くころには幼稚圃へ通う子もいま１．

子どもたちはみんなの大事な大事な宝物。そして明日への蔕。

あ す

明日へ



新
し
い
明
日
ヘ

平
成
1
1
年
度
の
町
づ
く
り
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

三
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
国
見
町

の
平
成
十
一
年
度
予
算
案
が
審
議
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
間
近
に
迫
っ
た

ニ
ト

ー
世
紀
を
見
つ
め
な
が
ら
、「
鬯

か
で
住
み
よ
’い
活
力
あ
ふ
れ
る
町
づ

く
り
」
と

『
心
豊
か
で
人ヽ
に
や
さ
し

い
町
づ
く
り
』
を
口
標
に
掲
げ
て
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
深

い
関
わ
り

の
あ
る
国
見
町
の
各
会
計
予
算
が
一
こ

月
議
会
で
審
議
・
可
決
さ
札
紅

し
た
。

一
般
会
計
ｆ
算
は
、
四
卜
六
億
八
千

万
円
で
前
年
比
一
千
万
円
（
○

こ

。

％
　

の
増
、
国
民
健

康
保
険
や
老
人

保
匹

、
渇
水
対
策
、
公
共
下
水
道
な

ど
の
特
別
会
叶
を
含
め
た
総
予
算
額

は
、
ハ
ト
六
億
八
千
百
九
卜
四
万
五

千
円
で
前
年
比
十
七
偉
ｔ
午
二
町
（

十
九
万
三
千
円
（
二
五
・
七
％

）
の

増
と
な
っ
て

い
。書
す
。

一
方
、
町
の
予
算
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
国
の
予
算
は
、
今
年
度
を

経
済
再
生
’

‘
向
疳

硬
プ
ｔ

作
成
乖
黔

贊

諳

絞

詔

い

す
る
と
と
も
に
、
住
宅
建
設
や
民
閥

の
設
備
投
資
の
促
進
に
向
け
た
措
置

が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

国
の
一
齡
Ｗ
芯

予
算
の
一
般
歳
出
は

五
・
三
％
の
増
加
に
転
じ
。
特
に
公

共
嘔
業
は
五
・
〇
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
国
見
町
で
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
経
済

の
ゆ

況
一
町
政
懇
談
会
な
ど
で
亂
望

さ
れ
だ
意
見
を
も
と
に
、
行
財
政
の

効
率
化
を
進
め
な
亦
ら
、
将
来
に
わ

た
っ
て
健
全
な
財
政
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
行
政
が
果
。た
す
べ
き
役
割

詛

謌

譛
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一般会計

歳入

(千円)

地方文付杖 2j76,000

町税
一

町債

5793

3 聞 .700
緩入金

一
羃支出金

12
5 , 166

国庫支出全 165.029

諸収入 8 冫 62
地方消費税交付金

一
地方譲与観

92.38
74.

価田料及び手数料
一

分 担金及び負担金ほか

,
 148

159 , 873

叶 4,680.CXX）

歳出

(千円)

衛生 費
一

土木 費

1728

747 掲 36

総務賢 9 , 074

公債費 3.142

-

一
顧林水産輿費

5 .423

9. 3
2.7

消 防費
一

謙 会費

.174

1  .

龕工費
一

災害復旧 賢ほ か

.028

6.

計 4

豊かで住みよい

活力あふれる町づくり

心豊かで

人にやさしい町づくり

歳
入

歳
入
は
、
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
が
十
四

億
九
千
七
十
万
四
千
円
（
一
五
・
七
％
増
）
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
が
三
十
一
億

八
千
九
百
二
十
九
万
六
千
円
（
五
・
七
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
総
額
の
約
二
割
、
自
主
財
源
の
約
六

剛
を
占
め
る
町
税
は
、
九
億
四
千
五
百
七
十

九
万
八
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
町
税
の
う

ち
、
新
築
家
屋
な
ど
の
増
に
よ
る
固
定
資
産

税
や
軽
自
助
巾
税
な
ど
の
増
収
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
景
気
低
迷
に
よ
る
影
響
及
び
町

民
税
の
減
税
措
置
に
よ
り
ご

二
千
二
百
三
万

八
千
円
の
減
収
を
見
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、

歳
入
総
額
の
五
割
近
く
を
占
め
る
地
方
交
付

税
は
二
十
一
億
七
千
六
百
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

一
方
、
市
町
村
が
行
う
特
定
事
業
の
必
要

経
費
を
国
が
交
付
す
る
国
庫
支
出
金
は
、
介

護
保
険
制
度
の
準
備
事
業
や
シ
ル

バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の

街
並
み
ま
ち
づ
く
リ
総
合
支
援
事
業
、
そ
し

て
公
立
文
教
施
設
整
備
な
ど
の
事
業
に
よ
り
。

一
億
六
千
五
百
二
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

県
支
出
金
は
、
新
地
域
営
農
確
立
推
進
事
業

や
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
委
託
な
ど
の
新
規

事
業
を
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
億
二
千

五
百
十
六
万
六
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

繰
入
金
は
、
特
別
会
計
や
基
金
か
ら
事
業

目
的
に
応
じ
て
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
も

の
で
す
。
基
本
健
康
診
査
事
業
な
ど
の
国
保

加
入
者
の
負
担
軽
減
や
文
化
事
業
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
、
さ
ら
に
財
政
調
整
基
金
か
ら

一
億
五
千
七
百
万
円
の
繰
入
れ
を
見
込
ん
だ

結
果
、
二
億
八
千
百
二
十
一
万
九
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

町
債
は
、
水
道
事
業
へ
の
出
資
金
、
ふ
る

さ
と
農
林
道
整
備
、
人
に
や
さ
し
い
墫
つ
く

り
事
業
債
な
ど
三
億
六
千
八
百
七
十
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
今
年
度
新
た
に
創
般
さ
れ

た
地
方
特
例
交
付
金
は
、
減
税
に
よ
る
地
方

税
を
袖
て
ん
す
る
た
め
の
も
の
で
、
二
千
八

百
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。



歳

出

歳
出
の
目
的
別
内
訳
を
多
い
順
に
見
る
と

衛
生
費
、
土
木
費
。
総
務
費
、
公
債
費
、
教

育
賢
、
民
生
費
。
農
林
水
産
業
費
と
な
り
、

以
下
、
消
防
費
、
議
会
費
、
商
工
費
と
続
き

ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
に
比
べ
、
最
も
増
加
率
が

大
き
い
予
算
別
に
見
る
と
、
教
育
費
、
消
防

費
、
総
務
費
、
民
生
費
と
な
り
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
三
二
・
一
％
の
伸
び
を
示

し
た
教
育
費
は
、
新
た
に
給
食
施
設
整
備
事

業
、
中
学
校
の
心
の
教
育
相
談
室
整
備
事
業
、

パ
ソ
コ
ン
の
整
備
事
業
な
ど
の
事
奥
を
始
め

る
た
め
の
も
の
で
、
五
億
五
千
四
十
二
万
三

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

消
防
費
は
、
伊
逮
地
方
消
防
組
合
分
担
金
。

水
防
施
設
整
備
哄
業
、
災
害
対
策
費
な
ど
に

よ
る
も
の
で
、
二
億
六
百
十
七
万

四
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
務
費
で
は
、
戸
籍
事
務
の
電
算

化
事
業
、
徳
江
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
助
成
事
業
、
そ
し
て
町
勢
要
覧
の
発
行
な

ど
の
新
規
事
業
を
進
め
る
た
め
に
六
億
五
千

九
百
七
万
四
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

民
生
費
は
、
平
成
十
一
一
年
度
か
ら
始
ま
る

介
護
保
険
制
度
の
準
備
事
業
、
老
人
保
護
拑

匱
費
、
璽
度
身
障
者
医
療
費
助
成
事
業
、
老

人
福
祉
費
な
ど
の
増
に
よ
り
。
五
億
九
百
四

十
四
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
上
木
費
は
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

街
区
道
路
取
得
費
や
地
方
特
定
道
路
事
業
費

の
増
が
あ
っ
た
も
の
の
。
住
宅
宅
地
関
連
の

施
設
整
備
や
町
営
住
宅
建
設
事
業
が
完
了
し

た
た
め
の
予
算
減
に
よ
る
も
の
で
、
七
億
四

千
七
百

八
十
三
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

町
の
基
幹
産
巣
で
あ
る
農
業
関
係
の
農
林

水
産
業
費
で
は
、
新
規
事
業
の
新
地
域
営
農

確
立
推
進
事
業
、
環
境
に
優
し
い
ａ

業
推
進

事
業
、
継
続
事
業
の
県
営
ほ
場
整
備
事
業
な

ど
に
取
り
組
む
た
め
に
、
五
億
二
百
七
十

八

万
五
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
定
住
化
対
策
と
し
て
、

ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の
支
援
制
度
創
設
の
羅
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

一人当りの支出額を見てみると

一般会計のうち。みなさんに負担していただく穹観は
ー人あたり82.900 円です。これgこ対して，町がみなさ
ん一人あたりに支出する糲は410,200 円で１．この差額
分は諞や県の支出金や地方交付税。句憤などでまかなわ
れています。

65,900 円 65.500 円 57.8  円

5a900 円 48,200 円 44.6 円

.100
円 1 100 円 9.600円

2.900 円 600円

計

41020 円

衛
生
賢

ま

冰

獨

総
務
費

公
債
費

教
育
費

ぼ

や

’．

・

農
林
水
産
業
費

消
防
費

譲
会
費

商
工
費

災
客
復
旧
等

特別・財産区・水道事業会計

42億1,221万9千円

一般会計予算のほかに．国民健康保険などの神別会叶
と藤田財産区などの財産区会叶．そして水道事業会針な
ど．総額42 億1.  1 万９千円を計上しました．

特別会計

国民健康保険　　　　702  , 7千円

老人保健　　　　　 町 033.887千円

渇水対策施股　　　　125  , 573千円

貝田簡易水道　　　　　12.854 千円

山長育英財産　　　　　　334 千円

公共下水遭　　　　　355.000 千円

土地開発事業　　　　1748778 千円

財 産 区 会 計

入山財産区　　　　　　 陸 .660千円

藤田財産区　　　　　　　210 千円

大木戸財産区　　　　　　182 千円

公営企業会計

水道事業会計

�収　入 � 支　 出

収益的収支 �161.5 %千円 �151.029 ･千円

資本的収貫 �51.8 ･千円 �59245 ･千円



国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

分
譲
区
画
は
、
百
六
十
二
区

画
。
一
坪
あ
た
り
の
平
均
単
位

は
十
一
万
円
前
後
。
昨
年
三
月

か
ら
約
一
年
で
造
成
工
事
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
現
在
ま
で
７

６
件
の
仮
予
約
申
し
込
み
と
多

く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
早
期
分

譲
に
向
け
、
売
買
の
た
め
の
諸

条
件
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

明
日
へ
の

夢

づ
く
り
、町

づ
く
り

だ
れ
も
が
希
望
を
持
ち
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り

国
見
町
で
は
、
今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
町
づ
く
り
嘔
栗
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
第
三
次
国
見
町
振
興
計
画
に
基
づ
き

『
豊
か

で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
リ
』
、
『
心
豊
か
で
人
に
や
さ
し
い

町
づ
く
リ
』
を
基
本
目
標
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
具

体
化
の
た
め
、
六
つ
の
柱
を
掲
げ
、
町
政
懇
談
会
な
ど
で
だ
さ
れ
た
み

な
さ
ま
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
、
細
か
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
六
つ
の
柱
ご
と
に
、
今
年
度
の
町
政
運
営
の
基
本
と

な
る
施
政
方
針
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

国
見
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン

建
般
省
の
「
新
ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ

ー
ム
推
進
事
業
」
の
認
定
を
受
け
た

国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
宅
団
地
造
成

事
業
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
。

「
街
並
み
ま
ち
づ
く
リ
総
合
支
扱
事

業
」
に
よ
る
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
集
会
施
設
や
公
園
の
整
伽
、
ま
た
、

定
住
化
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
制

度
を
創
設
し
ま
す
。

こ
れ
と
併
せ
て
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
と
Ｊ
Ｒ
藤
田
駅
間
の
ア
ク
セ
ス

退
路
な
ど
の
駅
前
周
辺
整
備
事
業
も

継
続
的
に
進
め
て
ゆ
く
方
針
で
す
。

な
お
、
分
譲
は
。
確
定
測
量
に
基
づ

く
登
記
事
務
な
ど
の
進
み
具
合
を
見

な
が
ら
、
早
期
に
開
始
し
、
完
売
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

第
四

次
国
見
町

振
興

計
画

現
在
の
町
政
運
営
の
長
期
総
合
指

針
で
あ
る
第
三
次
国
見
町
振
興
計
画

は
、
平
成
六
年
に
策
定
さ
れ
、
平
成

十
二
年
度
ま
で
の
計
画
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
。
嘔
成
ｔ
三
年
度

か
ら
ニ
ト
二
年
度
ま
で
の
十
年
間
を

計
両
期
間
と
し
た
第
四
次
国
見
町
扱

興
計
画
の
策
定
を
、
今
年
度
か
ら
本

格
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ

る
さ

と
振
興

全
国
に
は
三
千
余
り
の
市
町
村
が

あ
り
、
そ
の
中
で
「
国
見
町
」
と
い

う
町
が
。
東
北
に
一
つ
、
九
州
に
二

つ
の
三
つ
あ
り
ま
す
。

平
成
九
年
、
七
夕
の
日
に
三
つ
の

国
見
町
の
町
長
と
議
長
が
一
堂
に
会

し
て
交
流
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
各
分
野
の
代
表
や
各
産
業

の
後
継
者
な
ど
の
交
流
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
の
夏
に
は
、

中
学
生
三
十
人
が
大
分
県
の
国
見
町

を
訪
ね
、
地
元
の
中
学
生
と
交
流
を

深
め
楽
し
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。



今
年
度
も
ま
た
そ
の
交
流
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
。
町
の
元

気
を
発
信
す
る
「
義
経
ま
つ
リ
」
へ

の
助
成
も
続
け
ら
れ
ま
す
。
町
づ
く

り
は
、
人
づ
く
り
で
す
。

み
ん

な
で
町

づ
く
り

町
づ
く
り
は
、
行
政
だ
け
で
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
で
き
る
も
の

か
ら
順
次
実
現
し
て

い
っ
て
こ
そ
本

当
の
町
づ
く
り
で
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
設
け
て
町
民
総
参
加
の
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
毎
年
。

各
地
区
ご
と
に
閧
催
し
て
い
る
町
政

懇
談
会
や
毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報

紙
の
充
実
、
町
内
会
な
ど
の
自
治
振

興
に
加
え
、
今
年
度
は
平
成
六
年
に

作
成
し
た
町
勢
要
覧
の
全
面
的
な
改

訂
を
行
い
ま
す
。

立
地
環
境
を
生
か
し
．
均
衡
の
と
れ
た

快
適
な
町
づ
く
り

安
全
性
と

暮
ら
し
や
す
さ

お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
あ
る
い
は

障
害
を
持
つ
方
が
安

心
し
て
歩
け
る

よ
う
に
と
、
藤
田
商
店
街
と
そ
の
周

辺
の
道
路
の
整
伽
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
に
や
さ
し
い
迫
づ
く
り

事
業
と
し
て
行
っ
て

い
る
も
の
で
、

歩
道
に
据
え
ら
れ
て

い
た
電
柱
な
ど

を
移
設
し
、
水
路
整
備
を
行
い
段
差

の
解
消
を
し
た
上
で

。
緑
色
に
舗
装

を
し
、
歩
き
や
す
く
し
ま
し
た
。
今

後
は
。
公
立
藤
Ⅲ
総
合
病
院
ま
で
の

道
路
を
同
じ
よ
う
に
整
備
す
る
予
定

で
す
。

ま
た
。
今
年
度
は
、
町
道
各
線
の

維
持
補
修
の
ほ
か
に
、
町
道
五
号
の

軟
’

備
吸
気
に
も
着
手
し
ま
す
。

快

適
さ
と

安
ら
ぎ

国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
町
営
住

宅
を
五
十
戸
建
設
す
る
た
め
の
調
査

を
今
年
度
か
ら
始
め
ま
す
。

ま
た
、
き
れ
い
で
快
適
な
環
境
を

守
る
た
め
の
公
共
下
水
道
事
業
、
安

心
な
ｈ
水
道
の
整
備
事
業
に
も
、
こ

れ
ま
で
同
橡
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

私
た
ち
に
安
ら
ぎ
と
ゆ
と
り
を
与
え

て
く
れ
る
豊
か
な
緑
地
や
公
園
の
整

伽
と
維
持
管
理
に
も
心
を
配
り
ま
す
。

一
方
。
全
国
で
問
題
と
な
っ
て
い

る
ゴ
ミ
の
減
嗷
化
に
つ
い
て
も
、
そ

の
分
別
、
資
源
化
に
積
極
的
に
取
り

組
む
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

町
政
懇
談
会

昭
和
六
十
三
年
度
に
始
ま
っ

た
町
政
懇
談
会
。
昨
年
度
は
、

六
地
区
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者

数
は
。
お
よ
そ
五
百
人
で
し
た
。

福
祉
閤
題
か
ら
生
活
関
連
、
将

来
に
向
け
て
今
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な
ど
、
幅

広
い
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
も
、
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要

望
に
十
分
に
配
慮
し
ま
し
た
。



河
川
の
改
修

昨
年
八
月
末
の
豪
雨
に
よ
っ
て
大

き
な
被
害
を
与
え
た
阿
武
隈
川
。
建

般
省
は
、
平
成
十
二
年
度
中
の
完
成

に
向
け
。
須
賀
川
市
か
ら
宮
城
県
境

ま
で
の
築
堤
と
護
岸
の
腹
付
け
な
ど

の
抜
本
的
な
改
修
工
寥
に
着
手
し
ま

し
た
。
国
見
町
で
も
阿
武
隈
川
全
域

と
滝
川
の
支
流
に
つ
い
て
護
岸
工
事

と
腹
付
け
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
町
で
は
、
滝
川
に
架
か
る
富
士

見
橋
の
架
け
替
え
、
阿
武
隈
川
徳
江

地
区
の
水
辺
の
小
楽
校
、
牛
沢
川
、

滝
川
、
佐
久
間
川
、
普
藏
川
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
も
杖
極
的
に
関
係
機

関
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に
加
え
、
便

利
な
交
通
網
の
立
地
条
件
を
生
か
し
、

生
活
と
生
産
双
方
の
基
盤
整
備
を
促

進
し
、
調
和
の
あ
る
快
適
な
町
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

高
齢
社
会
に
対
応
で
き
る
健
康
で

安
心

の
町

づ
く
り

介
護
保
険

平
成
十
二
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る

介
護
保
険
制
度
に
向
け
て
、
そ
の
対

凍
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
町
で
は
、

加
入
者
の
資
格
管
理
や
保
険
料
の
賦

課
と
徴
収
、
介
護
認
定
審
査
、
保
険

給
付
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

な
ど
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
新
た
な
業
務
の
準

備
と
し
て
、
９
務
処
理
の
効
率
化
と

迅
速
化
の
た
め
に
、
電
算
シ
ス
テ
ム

の
共
同
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

介
護
認
定
事
務
に
つ
い
て
は
、
国
見

町
、
伊
達
町
、
桑
折
町
と
共
同
し
て

介
護
認
定
審
査
会
を
設
置
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
町
の
社
会

福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
充
実
や
あ

つ
か
し
荘
の
増
床
に
つ
い
て
も
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

介
護
保
険
制
度
導
入
に
向
け

た
準
備
を
進
め
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
高
齢
者
福
祉

の
充
実
も
重
要
な
課
題
で
す
。

高
齢
者
の
介
護
に
は
、
自
宅

で
行
う
介
護
と
施
設
で
行
う
介

護
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
自
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
へ

の
支

援
事
業
に
は
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
笑
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、



日
常
生
活
用
具
給
付
事
巣
、
入

浴
サ
ー
ビ
ス
、
紙
お
む
つ
支
給

事
業
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
施

設
で
の
介
護
を
支
援
す
る
事
巣

に
は
。
入
所
措
置
費
の
負
担
、

梁
川
ホ
ー
ム
や
川
俣
ホ
ー
ム
建

設
に
か
か
る
借
入
金
元
利
返
済

補
助
、
桑
折
緑
風
胞

、
川
俣
光

風
皀
の
運
営
補
助
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

平成10 年度

グラフで見る

町の基本健康診査

地区別受診率

藤田

小坂

森江野

大木戸

西大枝

総受珍者

2.544 人

受診結果
要指導
30.3 %

異常なし
8.5  %

巨 面

61.2 %

健
康
づ
く
り

私
た
ち
の
健
康
づ
く
り
に
は
、
病

気
の
予
防
と
早
期
発
見
が
人
切
で
す
。

こ
の
た
め
町
で
は
、
各
穐
健
康
診
査

の
受
診
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

医
師
な
ど
に
よ
る
健
康
教
窒
、
健
康

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
。

人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
町
助
成

に
よ
り
本
人
負
担
額
を
低
く
抑
え
て

実
施
し
、
日
帰
り
と
宿
泊
の
二
つ
を

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宿
泊
の
受

診
で
は
、
希
望
に
よ
り
脳
ド
ッ
ク
も

受
診
で
き
ま
す
。

一
方
。
母
親
と
乳
幼
児
の
母
子
保

健
事
業
に
も
心
を
配
り
、
子
ど
も
た

ち
の
す
こ
や
か
な
健
康
づ
く
り
事
業

も
展
開
し
て
い
ま
す
。

み
ん

な
が

幸
せ
に

高
齢
者
禍
祉
の
推
進
で
は
、
老
人

保
険
福
祉
計
画
に
沿
っ
て
、
在
宅
介

岐
支
援
セ
ン
タ
ー
の
迎
営
喞
業
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
嚊
業
、
老
人
ホ
ー
ム
人

所
措
置
事
業
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
聨

業
の
一
層
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組

み
を
続
け
ま
す
。
ま
た
、
生
き
が
い

対
策
事
業
と
し
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
助

成
に
も
心
を
配
り
ま
し
た
。

一
方
、
体
に
障
害
を
持
つ
方
の
ケ

ア
と
社
会
復
帰
の
た
め
に
、
咀
度
心

身
障
害
者
医
療
の
助
成
と
合
わ
せ
、

補
装
只
や
日
常
生
活
用
具
の
給
付
嚊

業
。
更
生
援
護
施
設
入
所
措
置
亊
業

な
ど
の
経
費
を
計
上
し
、
き
め
細
か

な
福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

シルバー人材センターの会異が手作りした竹皮の商品



緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策

こ
の
事
業
で
は
、
転
作
条
件

整
備
、
転
作
助
成
、
苗
木
助
成
。

水
稲
直
播
栽
培
の
推
進
、
高
所

作
巣
車
導
入
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤

に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
、

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
バ
イ

ン
購
入
。
果
樹
振
興
対
策
事
業

で
の
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
の

購
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

産
業
の
盛
ん
な

活

力
あ
ふ
れ
る
町

づ
く
り

米

を
取
り
巻
く

状
況

私
た
ち
の
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
と
て
も

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
、

町
に
配
分
さ
れ
た
生
産
調
整
目
標
面

積
は
、
昨
年
度
と
同
じ
二
百
十
三
・

九
四
船
で
す
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た

め
に
、
町
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策

協
議
会
を
開
き
、
こ
の
配
分
に
つ
い

て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
閏
や
県
の

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
加
え
、
町
独
自

の
転
作
条
件
整
備
対
策
や
転
作
振
興

作
物
対
策
の
助
成
。
水
稲
直
播
栽
培

導
入
の
助
成
な
ど
の
支
援
を
し
て
い

く
た
め
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

新
し
い

農
業
へ

昭
和
六
十
年
代
の
町
の
農
業
生
産

額
の
う
ち
。
米
は
約
十
三
億
円
ほ
ど

で
、
モ
モ
は
約
七
億
円
で
し
た
。
し

か
し
、
現
在
の
生
産
額
は
逆
転
し
て

い
ま
す
。
農
家
の
み
な
さ
ん
が
果
樹

生
産
に
転
向
し
た
た
め
で
す
。
来
樹

生
産
も
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
た

め
に
、
品
種
改
良
や
糖
度
の
測
定
機

の
導
入
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
、
環
境
に
優
し
い

農
業
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
フ
ェ

ロ
モ
ン
剤
利
用
に
よ
る
モ
モ
の
減
農

薬
栽
培
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
小

坂
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
る
県
営
ほ

鳩
整
備
事
業
と
一
体
的
に
集
落
整
備

を
進
め
る
農
村
・
2
1バ
イ
タ
ル
プ
ラ

ン
事
業
、
新
地
域
営
農
確
立
推
進
事

業
、
稲
作
経
営
の
低
コ
ス
ト
と
省
力

化
を
目
指
し
た
水
稲
直
播
栽
培
面
稜

の
拡
大
、
農
業
経
営
基
餓
強
化
資
龠

農
地
流
助
化
事
業
な
ど
、
新
し
い
農

業
を
支
援
す
る
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

生

産
基
盤
の
整
備

新
し
い
農
業
を
推
進
す
る
た
め
の

生
産
基
盤
整
備
に
も
力
を
注
い
で
い

▼
農
村
・
2
1バ
イ
ク
ル
ブ
ラ
ン

串
槧小

坂
ほ
場
整
備
事
業
を
補
完

す
る
事
業
で
、
農
業
の
担
い
手

の
育
成
と
確
保
、
集
落
環
境
整

備
、
展
業
機
械
導
入
な
ど
を
進

め
ま
す
。

▼
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
対

策
事
業

こ
の
事
業
で
は
、
認
定
農
業

者
の
膏
成
強
化
。
昭
定
農
業
者

の
農
地
集
積
支
援
、
農
業
経
営

者
海
外
派
遣
研
修
な
ど
の
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

▼
新
地
域
営
農
確
立
推
進
事
業

小
坂
地
区
に
お
い
て

、
新
た

な
地
域
営
農
シ
ス
テ
ム
を
形
成

す
る
た
め
、
経
営
改
善
支
援
セ

ン

タ
ー
に
総
括
推
進
員
を
配
置

し
。
座
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
に
よ
り
、
担
い
手
の
育

成
、
農
用
地
の
集
積
、
労
働
力

の
補
完
や
調
整
な
ど
、
担
い
手

型
ほ
場
整
備
事
業
を
支
援
す
る

事
業
で
す
。

▼
松
く
い
虫
防
除

今
年
度
は
、
七
百
立
方
む
の

地
域
で
伐
倒
駆
除
と

、
石
母
田

と
泉
田
地
区
三
十
二
お
で
空
中

散
布
を
行
い
ま
す
。



▼
県
営
樹
園
地
農
道
整
爾
事
業

平
成
二
年
度
か
ら
十
五
年
度

に
か
け
て
行
う
事
業
で
、
中
山

原
の
農
遊
改
良
舗
装
（
幹
線
。

支
線
、
耕

作
道
）
、
橋
梁
の

改

良
な
ど
で
す
。

▼
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事

業
平
成
十
年
度
か
ら
十
四
年
度

に
か
け
て
小
坂
地
区
が
対
象
と

な
る
事
業
で
す
。
今
年
度
は
。

用
地
買
収
と
そ
れ
に
関
係
す
る

裼
償
費
、
橋
梁
の
下
郎
工
な
ど

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▼
農
地
整
備
事
業

町
が
事
業
主
体
で
ふ
る
さ
と

農
遭
事
巣
と
し
て
農
道
の
整
備

を
行
い
ま
す
。
泉
田
地
区
の
農

遵
改
良
舗
装
を
行
い
ま
す

▼
農
村
環
境
堅
備
事
業

町
が
事
業
主
体
に
な
っ
て
行

う
事
巣
で

。
農
村
総
合
整
備
事

業
に
よ
り

。
農
業
生
産
基
盤
と

農
村
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

平
成
六
年
度
か
ら
十
五
年
度

に
か
け
て

、
農
地
、
農
道
、
農

業
用
排
水
路
。
集
落
道
、
集
落

排
水
、
防
災
設
備
。
公
園
。
集

会
所
な
ど
を
整
備
す
る
事
業
で

す
。

ま
す
。

平
成

八
年
度
か
ら
小
坂
地
区
で
行

わ
れ
て
い
る
県
営
ほ
場
整
備
事
業
は

そ
の
代
表
的
な
事
業
で
す
。
こ
の
事

業
は
、
単
に
ほ
場
を
整
伽
す
る
だ
け

で
な
く
、
農
業
の
担
い
手
育
成
型
事

業
と
し
て
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
町
営
ふ
る
さ
と
農
道
事
業
と
し

て
。
ほ
場
整
備
地
内
の
農
道
舗
装
も

行
い
ま
す
。

継
続
事
業
の
農
村
総
合
整
伽
事
業

で
は
、
今
年
度
は
集
落
道
、
防
火
水

槽
の
ほ
か
、
農
道
、
農
業
水
路
の
整

備
を
行
い
、
ま
た
農
村
公
園
の
整
備

に
向
け
た
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
ほ
か
町
営
ふ
る
さ
と
林
道
（
北
口

線
）
、
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
（
小
坂
ほ

場
幣
備
地
区
内
農
道
）
と
中
山
原
樹

園
地
農
道
な
ど
の
整
備
も
合
わ
せ
て

行
い
ま
す
。

畜
産
と

林
業
振
興
も

巻
か
ら
晩
秋
ま
で
の
期
間
、
自
然

が
い
っ
ぱ
い
の
環
境
の
中
で
牛
を
飼

育
す
る
町
営
牧
野
。
牧
草
地
の
面
積

は
一
一
十
一
お
で
、
年
に
七
十
頭
ほ
ど

が
放
牧
さ
れ
ま
す
。
子
牛
の
生
産
が

目
的
の
こ
の
牧
野
は
、
牧
野
利
用
組

合
が
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
町

で
は
、
こ
の
牧
野
の
管
理
経
費
な
ど

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
林
業
の
振
興
の
た
め
に
、

松
く
い
虫
防
除
事
業
、
財
産
区
管
理

事
業
。
そ
し
て
林
道
整
備
な
ど
の
事

業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

商
工

業
の
振
興

平
成
二
年
と
七
年
に
行
わ
れ
た
国

勢
調
査
を
見
て
み
る
と
、
私
た
ち
の

町
の
人
口
の
減
少
は
、
伊
達
郡
内
で

最
も
少
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
若
者
が
こ
の
町
に

定
着
す
る
た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
引
き
続
き
、
商
工
会
が
行

う
義
経
ま
っ
り
。
商
工
会
へ
の
補
助
、

農
工
商
後
継
者
の
育
成
、
金
融
対
策

な
ど
、
中
小
企
業
育
成
や
地
城
振
興

活
性
化
に
関
す
る
経
費
を
計
上
し
ま

し
た
。

次
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成
を
目

指
す

教
育
と
文
化
の
町
づ
く
り

子
ど
も
た
ち
へ

出
生
数
の
減
少
は
全
国
的
な
現
象

で
す
。
昭
和
五
十
年
と
六
十
年
、
平

成
七
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
比
較

し
て
み
る
と
、
国
見
町
の
総
人
口
は

ほ
ぼ
横
ぱ
い
で
す
。
し
か
し
、
出
生

数
や
四
歳
以
下
の
子
ど
も
の
数
を
比

較
す
る
と
二
十
年
前
に
比
べ
、
お
よ

そ
半
分
で
す
。
ま
た
、
総
人
口
に
対

す
る
二
十
五
歳
か
ら
三
十
四
歳
ま
で

の
人
口
比
串
や
婚
姻
数
も
減
少
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
、
次
の
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
成

長
と
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
施
策
を
展
間
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
藤
田
保
育
所
の
保
育

料
は
厚
生
省
で
定
め
る
基
準
額
の
二

年
遅
れ
の
額
を
適
用
し
、
保
綬
者
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
現
在
の
経
済
状
況
を
考
慮
し

▼
県
営
小
坂
地
区
ほ
場
整
備
事

菓
平
成
八
年
度
か
ら
十
三
年
度

に
か
け
て
、
小
坂
地
区
の
ほ
場

を
整
備
す
る
事
業
で
す
。
受
益

面
積
は
八
十
七
・
三
鉛
で
、
今

年
度
は
十
二
點
が
対
象
で
す
。

▼
県
営
老
朽
た
め
池
等
整
備
事

業
平
成
八
年
度
か
ら
始
め
ら
れ

た
事
巣
で
、
今
年
度
が
最
終
年

度
と
な
り
ま
し
た
。
幡
た
め
池

の
整
備
一
式
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
。
一
号
た
め
池

の
波
除
工
、
二
号
・
三
号
た
め

池
の
堤
体
工
と
余
水
吐
工
を
行

い
ま
す
。

▼
町
土
地
改
良
区
事
業

今
年
度
新
た
に
町
土
地
改
良

区
が
事
巣
主
体
と
な
っ
て
行
う

事
巣
に
は
、
大
木
戸
宮
原
水
路

の
整
備
と
徳
江
古
川
晨
道
整
備

亊
業
が
あ
り
ま
す
。



保
育
所

藤
田
保
育
所
で
は
、
母
親
の

社
会
進
出
に
伴
う
措
置
と
し
て

保
育
胯
間
の
延
長
も
行
っ
て
い

ま
す
。
希
望
に
よ
っ
て
、
早
朝

は
午
前
七
時
半
か
ら

。
夕
方
は

午
後
六
時
半
ま
で
で
す
。

ま
た
、
季
節
保
育
所
は
、
町

内
四
か
所
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
強
い
要
望
で
、
昨
年

度
か
ら
開
所
期
間
を
大
幅
に
延

長
し
ま
し
た
。

た
結
果
、
今
年
度
の
保
育
料
は
、
現

行
の
ま
ま
据
え
置
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
近
隣
町
と
比
較
す

る
と
低
所
得
者
層
を
中
心
に
月
額
三

千
五
百
円
か
ら
一
千
円
の
低
額
負
担

と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
季
節
保
育
所
は
、
今
年
度

も
二
百
卜
三
日
間
の
長
期
開
設
と
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
保
育
料
に
つ

い
て
も
。
前
年
度
と
同
額
の
月
額
匕

千
五
百
円
に
据
え
置
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

給
食
施
設
の
建
設

国
見
町
、
桑
折
町
、
伊
達
町
の
三

町
で
運
営
し
て
い
た
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
十
二
年
度
の
二
学
期

か
ら
単
町
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。
小

中
学
校
の
児
碩
・
生
徒
お
よ
そ
一
千

人
分
の
給
食
を
調
理
す
る
施
設
の
建

設
と
管
理
、
迎
営
を
町
独
自
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
建
設
事
業

は
、
今
年
度
か
ら
二
年
継
続
で
取
り

組
み
ま
す
。

心
を
通
わ
す
教
育

子
ど
も
た
ち
の
心
が
見
え
な
い
、

あ
る
い
は
、
親
白
身
が
大
人
に
な
り

き
れ
な
い
Ｉ
。
そ
ん
な
難
し
い
現
代

の
ｆ
育
て
、
教
育
現
場
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
新
た
に
心
の
教
室

相
破
室
整
備
嘔
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
内
の
余
裕
教
室
を
改
辿
し
。

子
ど
も
た
ち
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ケ

ア
の
場
と
し
ま
す
。

情
報
化
、
国
際
化

町
で
は
、
現
代
の
高
度
情
報
化
社



自
助
交
付
機

自
動
交
付
櫪
の
利
用
時
間
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

会
に
対
応
す
る
教
育
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
も
教
育
機
器
の
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
。
今
年
度
の
郡
入
に
よ

り
巾
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
は
四
十
台
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
。
生
徒

一
人
に
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、

幼
稚
園
や
各
小
中
学
校
の
教
育
施
般

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
。
国
際
化
に
対
応
す
る
教
育

の
実
現
に
向
け
て
平
成
元
年
度
か
ら

導
入
し
て
い
る
外
国
青
年
に
よ
る
英

語
指
導
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
こ

の
英
語
指
導
助
手
は
、
巾
学
校
の
英

話
の
授
業
を
補
佐
す
る
だ
け
で
な
く
、

小
学
校
を
訪
悶
し
、
小
学
生
と
簡
単

な
英
晒
で
ふ
れ
あ
う
岡
際
交
流
事
業

や
公
民
館
で
の
英
会
話
教
室
な
ど
も

担
当
し
て
い
ま
す
。

い

つ
で

も

、
い
つ

ま
で

も

平
成
六
年
に
開
館
し
た
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
く
、
学
習
・
交
流
の

場
と
し
て
み
な
さ
ん
に
利
川
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
充
火
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
子
ど
も

移
助
図
書
館
の
充
実
な
ど
を
進
め
る

た
め
に
、
今
年
度
新
た
に
図
香
館
費

を
設
け
。
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た

嚊
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ホ
ー
ル
を
中
心
に
行
わ
れ
る
芸
術

文
化
事
業
、
阿
沖
賀
志
学
級
や
成
人

学
級
な
ど
、
各
年
代
層
の
学
習
機
会

確
保
の
た
め
の
学
級
・
講
座
を
開
設

す
る
生
涯
学
習
事
業
、
上
野
台
迎
動

公
園
を
は
じ
め
と
し
た
各
施
設
を
利

用
し
た
社
会
体
育
事
業
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
町
に
は
、
阿
津

貿
志
山
防
塁
や
石
毋
田
供
養
塔
を
は

じ
め
と
し
た
た
く
さ
ん
の
文
化
財
が

点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化

財
を
保
護
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と

も
咀
要
な
役
目
で
す
。
今
年
度
は
岩

淵
遺
跡
な
ど
の
整
備
費
を
計
上
し
ま

し
た
。

行
財
政
体
制
の
充
実

サ

ー
ビ
ス
の
向
上

町
で
は
、
限
ら
れ
た
ｙｒ
算
、
限
ら

れ
た
人
貝
の
も
と
、
創
意
Ｔ
夫
を
凝

ら
し
て
嘔

務
の
効
率
化
と
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
ｈ
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
。
住
民
基
本
台
帳
の
電
算
化

を
基
本
に
し
て
、
国
民
年
金
や
国
民

健
康
保
険
の
災
助
処
理

。
税
務
の
納

税
、
課
税
証
明
溥
発
行
な
ど
を
電
算

処
理
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
二

月
に
は
、
住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明

酋
の
自
助
交
付
機
を
役
場
庁
舎
と
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
し

た
。
町
民
カ
ー
ド
を
利
川
す
る
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、
交
付
申
請
瀞

の
提
出
が
不
要
で
、
土
・
日
曜
日
、

祝
口
で
も
発
行
が
で
き
、
受
付
時
間

も
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
戸
籍
事
務
の
電
算
化
を

行
い
ま
す
。

【
平
日
】
◇
役
場
…
午
前
八
時

半
か
ら
午
後
六
時
ま
で
◇
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
…
午
前
八
時

半
か
ら
午
後
九
時
ま
で
【
土
・

日
・
祝
日
】
◇
役
場
。
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
と
も
に
午
前
八

時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で

一
町
民
カ
ー
ド
一

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
際

は
、
専
用
の
町
民
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
。
こ
の
カ
ー
ド
は
。
住

民
課
で
免
許
証
や
印
鑑
登
録
証

を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
町
民
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
交
付
申

謫
書
」
を
作
成
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。



上
質
の
心
地
良
さ

優
し
さ
仕
様
の
街
が
誕
生

国見ニュータウン

もうすぐ分譲開始

分譲地見学会及び予約受付 ５月実施予定

段差がなくて、消 音設計を取り入れた街路。

散策が楽しめる並木道。

安全性や環境に心を配った 「やさしさ仕様」。

子ども からお年寄りまで、快適 に暮らすことがで きる空間。

あふれる木々の緑 と心休 まる四つの公園。

毎日が心地良さでいっぱい ー。
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通勤もﾚｼﾞｬｰも軽快ﾌｯﾄﾜｰｸ

ｱｸｾｽ自在の国道,高速道,JRに隣接

国道４ 吁や東北自助嗽道国見1.ｃ、JR*ff1駅

に隣接しているため、福鳥市や近隣41町への通

勤、通学。ショッピングもラクラク。家族そろ

つてのレジャーにも快適。恵まれた交通アクセ
スが魅力です。

木々の葉擦 れ音､陽光､ゆとり､安心

周辺には夜間の救急対応も万全な公立藤田

総合病院．福祉と文化の複合施設・観月台文化

センター．水と緑がゆとり惑をかもしだす観月

台公園、そして人にやさしい遊づくり事業で整

備が進められている藤田商店街…．医療、文化．

暮らしに密着した好条件がそろっています．

また．｜区画あたりの平均坪数はl(x)岬( ａ)

坪ヽll〕坪) で．ゆったりとした広さです．４

つの公園にはカツラやサルスベリなどの木々

が植えられ．やさしい葉擦れの音が聞こえてきます．加えて、上

水道はもちろん公共下水道に接続される下水道施設、地区のコミ

ュニティー施設、防火水槽、消火栓、太陽電池の街路灯など、上

慨で安心な暮らしを応援する施設と設備が備えられています．

あたたかく　迎える

定住化促進総合対策事業

岡見の地に新しく移り住む方．戻り住む方を支鰻し．円滑な住

宅建築が出来るよう、あたたかく迎える施策を進めてゆきます．
・ＵＩターン麕定住新築奨励金事癩

ＵＩターン者が．家屋を新築した場合、その家屋と上地の固定

賓産税相当｜年分を匐万円限度に奨励金として交付します、

・ＵＩターン定住新Ｓ 転資鯏 子櫨給事擂

ＵＩターン者の新築をj●け負いした場合、その運転資金の利子

分を町が助成いたします．これは、町内建築業者の方を対象とし

て．借入金ｌ楝当り 】千万円を上限に、２年間に限り利子を補給

するものです．

・ＵＩターン分譲斡旋報盾舎交付事業

ＵＩターン者に国見ニュータウンの分譲地を斡旋した増合．｜

件あたり５万円の報償金を交付するものです．

【概要】

規模…11 広 ㎡

区画数…162区画｛80～130坪　平均100坪｝

分譲予定価格一･･坪あたり11万円前後

宅地内道路…幹線道路（幅12m 歩道付） 街区道路（幅６ｍ）

付帯脇般…上下水道　公園（４か所） 集会施設

町営住宅（50戸 一部シルバーハウジング）

新
た
な
門
出
に

お
め
で
と
うこ

の
舂
二
保
育
所
か
ら
中
学
校
ま

で
、
学
び
舎
を
巣
立
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
数
は
三
百
九
十
一
人
。
卒
業
肝

兪
を
手
に
し
て
、
涙
を
こ
ぼ
す
？
も

い
ま
し
た
。
同
級
生
や
後
輩
た
ち
と

の
別
れ
、
期
待
。
夢
、
そ
し
て
ち
よ

っ
び
り
の
不
安
…
。

四
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
新
し

い
生

活
が
始
ま
り
ま
す
。
で
も
、
あ
な
た

た
ち
な
ら
大
丈
人
。
が
ん
ば
れ
る
。

そ
れ
は
、
み
ん
な
が
応
援
し
て

い
る

か
ら
。

心
か
ら
、
卒
菜
お
め
で
と
う
、



公共下水道整備串は60-8 %
公
共
下
水
道
の

供
用
で
き
る
区
域
が
広
が
り
ま
し
た

公
共
下
水
道
管
き
よ
整
備
は
昭
和
六
十
三
年
の
工
事
着
工
以
来
、

甼
成
九
年
度
末
で
五
十
じ
が
終
了
し
、
現
在
の
供
用
可
能
世
帯
数

は
七
百
ニ
ト
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
年
度
の
国
の
緊
急

経
済
対
策
も
あ
り
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
含
め
、
平
年
の
倍
の

約
二
十
じ
の
盤
備
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
米
、
今
年
四
月
で

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
世
帯
は
、
一
千
三
十
世
帯
と
な
り
ま

し
た
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と

公
共
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活

環
境
を
良
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
町
内
を
流
れ
る
阿
武
限
川

を
は
じ
め
と
す
る
河
川
の
水
質
浄
化

を
図
り
。
き
れ
い
な
水
資
源
の
保
護

に
も
役
立
ち
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
を

公
共
下
水
道
で
処
理
す
る
こ
と
で
衛

生
的
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
さ
ら
に
広
い
地
域
で
下

水
道
が
使
え
る
よ
う
に
、
今
年
も
工

事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

下

水
道
へ
の
接

続
を

河
川
の
汚
れ
の
原
因
は
、
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
水
資
源
の

保
全
と
生
活
環
境
の
整
備
が
下
水
道

事
業
の
目
的
の
一
つ
で
す
。
公
共
下

水
迫
が
整
備
さ
れ
た
地
域
の
み
な
さ

ん
が
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
浴
室
か
ら

出
さ
れ
る
生
活
維
排
水
を
下
水
道
へ

接
続
し
な
い
と
、
こ
の
目
的
は
達
成

で
き
ま
せ

ん
。

家
庭
の
生
活
帷
排
水
に
つ
い
て
は

六
か
月
以
内
に
、
く
み
取
り
式
ト
イ

レ
は
三
年
以
内
に
排
水
設
備
を
般
置

し
、
公
共
汚
水
マ
ス
に
接
続
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

受
益
者
負
担
金

受

益
者

負
担

金
は

、
下
水

道

が
整

備
計

画

さ
れ
て

い
る

区
域

の
土
地

が

す

べ
て
対

象

と
な
り

ま
す

が
、

こ
の

計
画

区
域

が
す

べ
て

整
備

さ
れ

る
ま

で

に
は

長

い
期
間
が

必
嬰

で
す

。
そ

こ

で
、

受
益

者
負
担

金
は

下
水

道
の

整

備
状

況
に

あ
わ
せ

賦

課
徴
収

し
て

い
ま
す

。
こ

の
賦

課
歓
収

す

る
区
域

を

『
賦

課
対

象
区
域

』

と

い
い
、
年

度

初

め
に

み
な
さ

ん
に

お
知

ら
せ
し

て

い
ま
す

。

【
負

担
金

鎖
と
納

付
方

法
】
・：
▼

負

柤
金
額
…
土
地
一
平
方
封
あ
た
り
四

百
五
十
円
で
算
出
し
ま
す
▼
納
付
方

法
…
五
年
分
割
の
年
四
期
、
二
十
回

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
は

年
度
ご
と
に
発
行
し
ま
す
。

【
一
括
納
付
報
奨
金
】
…
受
益
者
負

担
金
は
一
括
し
て
納
付
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
初
年
度
第
一
期
の
納
期

内
に
全
額
を
納
付
し
た
場
合
に
は
前

納
額
の

Ｉ
〇
％
程
度
の
報
奨
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

徴
収
猶
予
と
減
免

土
地
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
受
益

者
負
担
金
の
猶
予
又
は
減
免
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料

公
共
下
水
道
事
業
を
運
営
す
る
た

め
に
は
、
終
末
処
理
場
の
運
営
羅
費

等
の
ほ
か
に
下
水
道
施
設
の
維
持
管

理
経
費
も
必
嬰
で
す
。
下
水
道
使
用

料
は
、
こ
の
よ
う
な
経
費
の
一
郎
に

充
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
使

用
料
は
、
上
水
道
の
使
用
量
を
下
水

量
と
み
な
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
井



公共下水道供用区域

すぐ に使 える区域 （５０ｈａ）

４月 から 使える区 域(  20 れ a )

工事予 定区 域

４月から下水道が使える地区

【大字藤田地内】日向二．日向三、天王畑二及び太子堂の全部．

天王畑－．沢田一及び沢田二の一部

【大字4k坂地内】板檎及び北窪の一部

【大字泉田地内】堰下、道下及び馬場前の一部

【大字塚野目地内】三本木の一部

【大字山崎地内】南町田、南滝山、数田、舘東、小舘脇、宮舘及

び宮前の一部

戸
水
な
ど
の
水
道
水
以
外
の
水
を
使

用
し
て

い
る
場
合
は
、
用
途
や
人
数

な
ど
に
よ
り
認
定
し
て
い
ま
す
。

利
子

補
給
制
度

ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
排
水
般
備
工

事
に
要
す
る
費
用
を
金
融
機
関
か
ら

借
り
入
れ
た
と
き
、
一
世
帯
あ
た
リ

五
十
万
円
を
限
度
と
し
た
融
資
額
に

対
し
て
、
そ
の
利
子
分
を
町
が
負
担

す
る
「
下
水
道
排
水
設
備
等
整
備
資

金
利
子
補
給
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

･問い合 わせ

･,都市整備謾7F 水道係

･( 5 ) 2904



異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

住
所
変
更
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に

舂
は
、
転
勤
や
就
職
、
進
・
入
学

な
ど
の
季
節
で
す
。
町
か
ら
転
出
す

る
人
、
こ
の
町
に
引
っ
越
し
て
来
た

人
、
町
内
で
住
所
を
変
更
す
る
人
・
…

今
回
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
眷
は
異
動
の
季
節

昨
年
一
年
間
の
国
見
町
へ
の
転
入

は
二
百
六
十
八
人
、
転
出
は
三
百
五

ト
ハ
人
で
し
た
。
こ
の
う
ち
三
月
と

四
月
の
異
助
だ
け
で
。
転
入
が
七
十

七
人
で
約
三
割
、
転
出
が
百
五
十
人

で
約
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

◇
暮
ら
し
と
住
所

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
役
場
へ

の
届
け
出
が
必
嬰
で
す
。
正
し
い
住

所
を
届
け
て
い
な
い
と
、
選
挙
が
で

き
な
か
っ
た
り
、
年
金
や
児
童
手
当

な
ど
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
さ
ら
に
入
学
や
健
康
診
断
な
ど

に
ま
で
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

表
１
に
該
当
す
る
方
は
期
限
内
に

住
民
課
戸
篇
住
民
係
で
手
統
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昼
休
み
や
月

曜
日
は
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
か
ら

こ
の
時
間
帯
を
避
け
る
か
、
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
土
・
日
曜
日
や
祝
日
な
ど
は

休
み
で
す
が
戸
籍
の
届
け
出
（
出
生
、

死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
な
ど
）
は
、
日

直
の
職
員
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
ほ
か
の
手
続
き

住
所
が
変
わ
る
と
、
住
所
変
更
届

以
外
に
も
、
ｈ
水
道
、
医
療
保
険
、

年
金
、
納
税
な
ど
の
予
続
き
も
必
要

で
す
。
表
２
を
参
考
に
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
印
鑑

や
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
身
体
陣
害

者
手
恨
な
ど
、
必
嬰
な
も
の
を
あ
ら

か
じ
め
電
話
で
確
認
し
た
上
で
お
い

で
に
な
る
と
、
一
度
に
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

問
い
合

わ
せ

住
民
朦
　

戸

籍
住

民
係

ｇ
（
５
８

５

）
２
１
１・・
５

(表1)主な届け出と 必要なも の

・ 転 入届 （14日以 内に ）

印鑑　前住所地で発行する転

出証明書　年金手帳 小中学

生がいる場合は在学証明書

・ 転出 届 （転出 前に）

印鑑 年金手帳 国民健康保

険証（加入者のみ） 老人医療

受給者証（受給者のみ） 印鑑

登録証（登録者のみ）

・ 転居 届 （14日以 内に ）

印鑑 年金手帳 国民健康保

険証（加入者のみ）

（表２）手続きの問い 合わせ先

戸価 住民票 印鑑登録 住民異勘届 ごみ収攬　し尿くみ取り 国民

年金………………………………………………--……楝犀課 ﾊ  ゙( ) 2115

一障害者福祉 老人福祉 生活保護 児●手当 保育所 国民健康保険
老人 医療 乳児医療 予防接種 母子手帳 健康診断など

……………………………………………………保健福祉課(  ) 2

納税関係………………………………………………税覇課(  ) 2778･

上水道…………………………………………………水道課 ｎ(585)2997

小中学校への転校………………………………学校教雕 酳85) ｓ



春が来た

修
了
式
を
前
に
し
て
、
大
き

い
子

ど
も
た
ち
は
、
修
了
記
念
の
作
品
。

「
ね
ず
み
の
嫁
入
り
」
作
り
に
取
り

組
み
、
と
う
と
う
完
成
し
ま
し
た
。

協
力
し
て
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ

る
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
、
ど
の
？
も

満
足
そ
う
な
顔
で
す
。

さ
て
、
春
は
保
母
に
と
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
意
味
で
心
が
揺
れ
る
月
で

す
。
お
む
つ
を
し
て
お
話
し
も
で
き

ず
に
い
た
子
が
、
今
で
は
保
母
の
手

伝
い
を
進
ん
で
し
た
り
、
自
分
よ
り

小
さ
な
子
の
面
倒
を
み
た
り
し
て
く

れ
る
ま
で
に
成
畏
し
た
子
だ
ち
と
の

別
れ
の
季
節
で
す
。
一
方
で
、
継
続

し
て
保
育
所
に
通
う
子
た
ち
の
、
新

し
い
部
屋
へ
の
夢
を
抱
く
う
れ
し
さ

い
っ
ぱ
い
の
顔
が
見
ら
れ
る
の
も
こ

の
季
節
で
す
。
異
年
齢
の
中
で
育
ま

れ
た
思
い
や
り
や
思
い
出
を
胸
い
っ

ぱ
い
に
詰
め
込
ん
で
、
新
た
な
春
を

迎
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お

母
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
に
惜
し
み
な

い
愛
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
今
は

大
変
で
も
将
来
き
っ
と
。
あ
の
時
期

に
し
っ
か
り
育
て
て
良
か
っ
た
、
し

っ
か
り
抱
き
し
め
て
あ
げ
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
日
が
必
ず
や
っ
て
き
ま

す
。
私
た
ち
は
そ
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

（
藤
田
保
育
所
長

木
口
絹
子
）

お手伝いして作つたごちそうをほおばる子どもたち
くお別れパーティー）

くにみの

民話かるた

まち再発

見

こ
れ
は
光
明
寺
の
お
年
寄
り

か
ら
聞

い
た
話
。

少
し
昔
、
岡
見
町
は
卜
七
か

村
の
幕
府
の
直
轄
領
で
、
年
貫

は
代
官
な
ど
の
見
廻
り
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
、
村
単
位
で
納
め

る
仕
組
み
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
こ
れ
は
光
明
寺
村
の

忠
蔵
名
主
の
お
話
で
す
。
春
、

竹
の
子
の
出
る
こ
ろ
、『
竹
の
子

何
ぼ
出
た
』
と
見
廻
り
に
や
っ

て
き
た
代
官
。
お
そ
ら
く
そ
の

年
は
当
た
り
年
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
見
せ
れ
ば
税
が
は
ね
上

が
る
。
そ
こ
で
忠
藏
さ
ん
、『
竹

や
ぷ
な
ん
ぞ
、
ち
っ
と
ば
し
お

お
き
い
も
ん
で
ね
え
。
ま
蛇
出

て
お
っ
か
ね
く
て
し
や
ね
。
ホ

レ
か
か
あ
、
足
袋
よ
こ
せ
、
お

そ
ふ
き
よ
こ
せ
」
と
、
さ
も
蝗

が
う
よ
う
よ
い
る
よ
う
に
支
度

に
手
間
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

見
て

い
る
代
官
、
気
味
悪
く
な

っ
て
『
そ
う
か
、
ま
蛇
い
て
は

お
っ
か
ね
え
か
ら
や
め
た
』
と
、

見
た
こ
と
に
し
て
ど
ぶ
ろ
く
飲

ん
で
帰
っ
た
と
い
う
話
。

ま
た
、
各
村
に
は
米
の
出
来

高
に
応
じ
て
、
年
貢
と
は
別
に

モ
ミ
を
出
し
、
般
蔵
に
納
め
て

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
。

通
称
『
餓
死
囲
い
』
が
あ
り
、

こ
れ
も
代
官
の
査
察
の
対
象
。

そ
こ
で
忠
蔵
さ
ん
、
巾
は
ヌ
カ
、

表
は
モ
ミ
の
俵
を
作
り
、
侠
の

囗
を
解
い
て
は
モ
ミ
を
見
せ
。

「
い
い
ぞ
は
あ
」
と
い
わ
せ
た

と
か
。
も
ち
ろ
ん
代
官
を
酔
眼

朦
朧
に
し
た
上
で
の
お
話
で
す
。

保育所の子どもたち

代
官
を

知
恵
で
負
か
し
た

忠
蔵
名
主



保健だより
'ｉ 健福 祉●' 侃ヽ ｕ 増ｉ 倔 が(  58 も ) 2 ﾌ ８゙３５月10 日(月)は献血の日

《成分献血》

観月台文化センター(大研修室)

受付　午前９時30 分～11時

午後１時～４時

〈移動献血車》

観月台文化 センター‥･午前９時～11時40 分

国見電子　　　 ……… 正午～午後１時

一心堂薬店　　 ……… 午後 ２時15 分～ ５時

成分献血は検査を含め約１畤同程度かかり ます。ご協力くださる方は、あらかじめお知らせください。

育　児　教　室

該　　当　　乳　 児 � 実　 施　 日 � 受　 付　 時　 間 � 場　　 所

平成10 年11月～12月生まれの乳児 � ６月15日脚 � 午後1  時 30分～2 時 �
観 月台文化センタ ー

第１和室

☆身長・体重測定．畷乳食 ，予防接種などについて

☆母子手帳を忘れずに

３　歳　児　 健　診

骸　　 当　Ｉ　乳　　 児 � 実　 施　 日 � 受 付_ 時 間 � 塲　　 所

平成７年11月～　　　

平成８年１月生まれの幼児 �
６月８日収） �午後１時15分～１時45分 �

観 月台文化センター

大研修室

☆内棡と歯科の医鱆の診察．生活保健指導 、視力・聴力被査を実施し ます

☆母子手頻を忘れずに
☆僅診票は 、徨ほど郵送します

１ 歳 ６ か 児 健 診

該　　当　　乳　　児 � 実　施　日 � 受　付　時　間 � 場　　 所

平成９年10月～　　　

平成９年12月生まれの幼児 �
６月17日(木) � 午後1  時 30分～2 時 �観月台文化

センター

大研修室

☆内科と自科の医師（1）診察、曲科衛生士によるＳ みがき指導、生活保健指導身長 一体重測定を行いま・

☆母子手帳と １廐６か児健診診重衰（必要事項を配入）を忘れずに

乳　児　健　診

該　　当　　乳　 児 � 実　施　日 �し　受 付 時 ，問 � 場　７　所

・３か月児（平成11年２月生まれ）

・９か月児（平成10年８月生まれ） �
６月24日(木) � 午後１時30分～2 時 �観月台文化セ

ンター

第１和室

☆医師の指導 ．身長・体・ 測定．爾乳．離乳．家族計譱などについて

☆田子手帳を忘れずに



いん ふぉ
め～ しぉん

募

集

国
家
公
務
員

採
用
試
験

人

事

院

で

は

、

大

学

卒

業

程

健

の

Ｉ

種

、

酲

種

献

験

と

、

高

扠

卒

業

程

度

の

町

種

賦

験

な

ど

の

国

家

公

務

員

採

用

試

験

を

実

施

し

ま

す

。

Ｔ

・

Ｕ

種

試

験

］

▼

受

験

資

格

…

◇
－

稙
・
：

昭

和

四

十

一

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

十

三

年

四

月

一

日

生

ま

れ

の

者

◇

皿

種

・
・・
昭

和

四

十

五

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

十

三

年

四

月

一

日

生

ま

れ

の

者

▼

受

付

期

限

・
：

五

月

十

三

日

（

木

）

ま

で

【
Ⅲ

楫

試

験

】

▼

受

験

資

格

◇

行

政

…

昭

和

五

十

三

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

十

七

年

四

月

一

日

生

ま

れ

の

者

◇

郵

政

…

昭

和

四

十

九

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

十

七

年

四

月

一

日

生

ま

れ

の

者

◇

税

務

・
：

昭

和

五

十

四

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

十

七

年

四

月

一

日

生

ま

れ

の

者

▼

受

付

期

間
・
・
・
六

月

二

十

三

日

（

水

）

か

ら

三

十

日

（

水

）

ま

で

問
い
合
わ
せ

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
誄

｀
1
0
2
2（
2
2
1

）
2
０
2
2

お
題

は

「
畤
」
で
ご
ざ

い
ま
す

平
成
十
二
年
歌
会
始
の
詠
進

歌

を

募

集

し

ま

す

．

▼

応

募

方

法

・
：

◇

『

畤

』

を

脉

み

込

ん

だ

自

作

の

短

歌

で

、

一

人

一

改

．

未

発

表

の

も

の

に

限

り

ま

す

．
『

畤

』

又

は

「

と

き

」

の

文

字

が

読

み

込

ま

れ

て

い

れ

ば

良

く

、
「

時

代

」

の

よ

う

に

『

畤

』

の

入

っ

た

熟

留

を

使

用

し

て

も

差

し

支

え

あ

り

ま

せ

ん

◇

作

品

は

．

半

紙

（

和

紙

）

に

毛

筆

で

自

書

し

て

く

だ

さ

い

◇

書

式

は

、

半

紙

を

横

長

に

し

て

右

半

分

に

お

題

と

短

歌

、

左

半

分

に

郵

便

番

号

、

住

所

、

氏

名

（

ふ

り

が

な

）
、
生

年

月

日

、
琺

果

を

縦

番

き

し

て

く

だ

さ

い

◇

郵

送

の

際

は

、

封

筒

に

『

詠

遡

歌

』

と

耆

き

添

え

て

く

だ

さ

い

▼

応

募

期

間

：
一
九

月

三

十

日

ま

で

（

当

日

消

印

有

効

）

▼

送

付

先
・
・
・
〒
1
0
0

‐
8
1
1
1

東

京

都

千

代

田

区

千

代

田

一

の

Ｉ
　

宮

内

庁

自
分
の
世
界

広

げ

よ

う

文
部
省
所
管
の
財
団
法
人
国

際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
慶

刈
海
外
源
遣
事
業
の
参
加
者
を

薺

巣
し
て
い
ま
す
。

【
中
学
・
高
校
生
対
象
】
◇
国

際
交
流
キ
ャ
ン
プ
（
ア
メ
リ
カ

）

◇
研

修
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
◇
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
交
流
（
カ
ナ
ダ
）
◇
語
学

研
修
（
イ
ギ

リ
ス

ーア
メ
リ

カ
）

◇
生
活
体
験
、
英
会

話
、
学
校

訪

閥
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ

ナ

ダ
）
▼
締
切
り
：
一
五
月
二
十

四
日

【
小
中
高
校
生
対
象

】
◇

キ
ャ
ン
プ

（
カ
ナ
ダ

ー
ア

メ
リ

カ
）
◇
生
活
体
験
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
（
サ
イ
パ
ン

ー
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
）
▼
締
切
り
…
六
月
十
日

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
６
０
－
0
0
0
4

新
宿
区
四
谷
２
の
Ｈ

１`
０
３
（
3
3
5
9

）
8
4
2
1

催

し

公

開

し

ま

す

ロ
ケ
ッ
ト
開

発
技

術

科
学
技
術
週
間
に
合
わ
せ
、

角
田
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
セ
ン
タ
ー

と
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所
で
は
、

施
股
の
一
般
公
開
を
し
ま
す
．

▼
日
時
・：
四
月
十
八
日
（
日
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
半
ま

で
▼
場
所
・：
角
田
ロ
ケ
ッ
ト
開

発
セ
ン
タ
ー
．
航
空
宇
宙
技
術

研
究
所
、
角
田
宇
宙
推
進
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
：
’展
示
、

開
発
試
験
般
備
公
開
．
ビ
デ
オ

上
映
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

★
閲
い
合
わ
せ

・
角
田
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
セ
ン
タ
ー

ｇ

０
２
２
４
（
6
8
）３
２
Ｉ
Ｉ

・
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所

n
0
2
2
4

（
6
8）
3
1
1
1

西分署

だより原
因
別
に
み
る
火
災

平
成
十
年
版
桐
防
自
書
の
火
災
助
向
に
よ
る
と
．
出

火
作
妓
は
平
成
六
年
以
降
六
万
件
台
で
推
移
し
て
い
ま

す
．
平
成
九
年
中
の
全
Ｉ
の
出
火
件
数
は
六
万
一
千
八

百
八
十
九
件
で
．
八
分
間
に
一
件
の
出
火
串
と
な
り
、

損
害
額
は
一
千
七
百
億
円
に
も
達
し
て
い
ま
す
．

ま
た
．
建
物
火
災
に
よ
る
焼
死
者
は
八
四
・
五
％
を

占
め
、
最
近
の
伊
連
地
方
消
防
凧
合
管
内
で
宛
生
し
た

住
宅
火
炎
で
も
焼
死
者
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

火
災
発
生
時
に
は
い
か
に
安
全
に
非
難
す
る
か
が
課
題

と
な
り
ま
す
．

▼

火

災

原

因

と

予

防

◇

放

火

及

び

放

火

の

疑

い

…

家

の

周

り

に

燃

え

や

す

い

勧

を

置

か

な

い
◇

た

ば

こ
・
；

寝

た

ば

こ

は

し

な

い

．

灰

皿

は

大

き

め

の

も

の

に

し

、

水

を

入

れ

て

お

く

◇

こ

ん

ろ

ｉ・
・
周

り

に

燃

え

や

す

い

物

を

Ｉ

か

な

い

．

な

べ

を

か

け

た

ら

そ

の

塲

を

離

れ

な

い

．

問
い
合
わ
せ

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
啓

ｇ
（
５
８
２
）
3
1
9
0



桜
が
舞
い
、
人
が
舞
う

町指定無形艮俗文化財 太々神楽の奉納
4月18 日(日) 午 後 １時30 分

内谷・春日神社(神楽殿)

問い合わせ　生涯学習課(  5 ) 76

引
っ
越
し
相
談

福
鳥
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は

引

つ
越
し
シ
ー
ズ
ン
の
こ
の
時

期
。
引

つ
越
し
相
談
所
を
開
設

し
て

。
電
話
な
ど
に
よ
る
相
談

に
応
じ
て

い
ま
す
。

▼
相
談
所
・：
◇
福
鳥
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
本
節

豐
（
５
５
８

）
7
7
5
5

F
A

χ
（
５
５
８

）
7
7
3
1

◇
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
福
島
支
郎

ｇ
（
５
４
６

）
1
9
9
4
F
A

χ
（
５
４
５
）
9
5
7
7

▼
受
付
時
間
・：
◇
電

話
・：
月
眼
口

か
ら
金
曜
日
ま
で

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
（
上
曜
日
、
口
曜
日
、
祭
日

を
除
く
）
◇
Ｆ
Ａ
Ｘ
・：
二
十
四

時
間
受
け
付
け
▼
そ
の
他
・：
運

送
や
梱
包
な
ど
の
兄
積
書
の
作

成
は
無
料

問
い
合
わ
せ

福
鳥
陸
運
支
局

紬
送
課

ｎ
（
５
４
５
）
0
3
4
3

お
知
ら
せ

自
動
車
税
は

５
月
3
1日
ま
で

自
助
車
税
の
納
税
通
知
番
は
、

九
月
十
日
頃
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
。
郵
便
局
や
金
融
機
関
で

駟
期
限
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ

い
。
今
回
か
ら
、
納
税
貯
蓄
組

合
貝
の
方
に
も
直
接
お
送
り
し

ま
す
か
ら
、
組
合
員
の
方
ご
自
‥

身
が
、
こ
の
通
知
書
に
よ

り
納

め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
自
助
駆
税
の
領
収

莚
書
に
は
、
車
検
用
の
納
税
証

明
潛
が
付

い
て
い
ま
す
か
ら
。

瞋
検

証
と
一
緒
に
人
切
に
保
管

し
ま
し
よ
う
。
ま
た
、
身
体
障

害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

で
、
自
助
車
税
の
減
免
を
申
脯

す
る
鳩
合

は
。
五
月
二
十
四
日

ま
で
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
北
地
方
振
興
局

県
税
肺

ｎ
（
5
2
1
）
7
6
3
2

自
助
車
県
税
事
務
所

ｌ`（
5
2
1
）
7
7
3
2

労
働
時
間
と

労
基
法
改
正

▼
週
4
0
時
問
労
働
制
・：
平
成
九

年
四
月
か
ら
特
例
業
種
を
餘

い

て
週
四
十
時
閥
労
働
制
が
適
川

と
な

り
ま
し
た
．

労
働
省
で
は

そ
の
円
滑
な
移
行
と
定
着

の
た

め
に
二
年
間
の
指
導
期
間
を
般

け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
今

年
三
月
三
十
一
日
で
終
了
し
ま

し
た
▼
労
働
基
準
法
改
正
：
中

成
十
年
九
月
に
公
布
さ
れ
た
改

正
労
働
基
準
法
で
は
、
労
働
条

件
明
示
の
義

務
化
、
年
次
有
給

休
暇
の
噌
加
な
ど
の
改
―
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
問

い

合

わ

せ

禍

鳥

労

働

基

準

監

督

署

贊
（
５

３

６

）
４

６
－

－
・

す
こ
や
か
育
児
ロ
ー
ン

あ
っ
た
か
労
動
保
険
ロ
ー
ン

膏
児
や
介
護
を
し
て

い
る
労

働
者
を
応
援
す
る
貸
付
制
度
で

す

。
▼
対
象
者
…
育
児
乂
は
介
護
休

業
取

得
中
の
方
、
仕
事
と
介
綬

を
両

立
し
て

い
る
方
▼
融

資
額

…
最
高
百
万
円
ま
で
▼
融
資
金

利
…
年

丁

二
％
｛
四
月
一
日

か
ら
｝
▼
返
済
期
間
・：
五
年
以

内
（
一
年
以
内
の
据
置
き
期
間

が
あ
る
鳩
合
は
六
年
以
内
）

問
い
合

わ
せ

・
福
鳥
県

労
政
課

－`
（
5
2
1

）７
２
９
７

・
労
働
金
庫
本
店

驪
0
1
2
0

－

２
０
－

６
０
９

各
種
免
許

試
験
案
内

東

北

安

全

衛

生

技

術

セ

ン

タ

ー・・
で

は

．

労

働

安

全

衛

生

法

に

基

づ

く

各

種

免

肝

試

験

を

実

施

し

ま

す

．

▼

試

験

の

種

頬

：

永

イ

ラ

ー

技

士

（

特

綴

、

一

級

．

二

級

）
、

ボ

イ

ラ

ー

溶

接

士
（
特

別
、
普

通
）．
ク
レ

ー
ン
運
転
士
．
舜
破

技
士
、
ガ
ス
溶
接
作
業
主
任
者
、

術
生
管
理
行
（
一
種
、
二
祿
气

エ
ッ

ク
ス
線
作
業
土
任
者
．
カ

ン
マ
線
透
遇
写
真
槻
彫
作
業
主

任
者
．
潜
水
士
▼
セ
ン

タ
ー
の

受
付
時
間
・：
午
前
九
時

か
ら
乍

後
四
時
ま
で
（
土
曜
．
日
曜
、

祝
日

は
休
み
）

▼
試
験
会
場
…

東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

▼
受
験
申

請
書
・：
東
北
安
全
衛

生
技
術
セ
ン
タ
ー
又
は
福
鳥
県

労
働
基
堆
協
会
に
纃
求
し
て
く

だ
さ
い
．

問
い
合

わ
せ

東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
n
0
2
2
3

（
一一
‘
）
3
1
8
1

森
琳
を
所
有
す
る
方
へ

昨
年
秋
に
公
布
さ
れ
た
「
森
林
法
等
の
一
部
を
改
ｉ
す

る
法
律
」
が
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

次
の
手
続
き
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
．

▼
伐
探
麗
出
書
・；
地
域
轟
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て

い
る

民
布
林
（
保
安
林
．
保
安
施
般
地
区
を
陳
く
）
の
立
木
を

伐
採
す
る
鳩
合
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
伐
採
届
出
嗇
の

提
出
先
が
．
県
農
林
事
務
所
か
ら
市
町
村
へ
変
更
に
な
り

ま
し
た
▼
森
林
施
業
計
画
・：
森
林
施
業
叶
画
の
認
定
躋
求

書
及
び
変
・吏
の
毘
定
銷
求
翕
の
提
出
先
が
、
県
農
林
事
務

所
か
ら
市
町
村
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
．

問
い
合
わ
せ

農
林
課

農
林
振
興
係

ｇ
（
５
８
５
）
2
9
8
6

’



一
部

負

担

金

が

変

わ

り

ま
し

た

お
年
寄
り
の
医
療
費
の

｝
部

負
担
金
が
。
四
月
か
ら
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
外
来
の
場

合
：
二

日
に
つ
き

五
百
三
十
円
▼
入
院
の
場
覃
：

一
日
に
つ
き
一
千
二
百
円

問
い
合
わ
せ

傑
険
福
祉
課

国
保
係

ｇ
（
５
８
５
）
2
7
8
5

労
働
保
険
更
新
は

５
月
2
0
日
ま
で

今
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
四
月
初
め
に
福
鳥
労
働
基

準
局
又
は
福
鳥
県
雇
用
保
険
課

か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
番
と
記

入
要
領
を
よ
く
お
読
み
の
上
、

五
月
二
十
日
ま
で
に
手
続
き
を

お
と
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
島
県

雇
用
保
険
課

Ｓ
（
５
２
１
）
7
3
1
3

建
築
設
計
・
工

事
監

理
苦

情
相
談

福
鳥
県
建
築
士
嘔
務
所
協
会

で
は
、
建
築
物
の
手
抜
き
工
事

や
欠
陥
住
宅
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

に
対
す

る
相
飯
窓
口
を
開
設
し

ま
し

た
。

▼
日
時
…
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で

午
的
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で
（
土
曜
、

日
曜
。
祝
日
は
除
く
）
▼
内
容

と
料
金
・：
建

築
上
事
務
所
が
行

う
建
築
般
計
や
工
事
監
理
に
闃

す
る
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
に
限

り
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

福
鳥
県
建
築
士
耶
務
所
協
会

啻
（
5
2
1

）
4
０
3
3

再
就
職

希

望

登

録

者
支

援

再
就
職
を
希
望
す
る
方
を
パ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
．

▼
対
象
者
…
出
産
、育

児
．
介
護

を
理
由
に
退
職
し
．
再
就
廠
を

希
望
す
る
方
▼
手
続
き
・・
ｉ

皀

紀
職
業
財
団
に
登
録
累
を
提
出

▼
有
効
期
間
：
’四
年
間
▼
支
援

…
◇
再
就
職
愉
報
紙
の
送
付
◇

個
別
相
談
◇
敏
青
馴
練
費
の
割

引
◇
登
録
者
同
十
の
交
流
会

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
1世
紀
職
桑
財
団
福
鳥
事
務
所

ｎ
（
５
２
２
）
3
０
3
0

届
け

出

県
景
観
条
例

届
出
制
度

四
月
一
日
か
ら
、
一
定
の
規

模
を
超
え
る
建
築
物
の
析
築
や

土
地
の
造
成
な
ど
を
行
う
鳩
合
、

三
十
日
的
ま
で
に
地
方
振
興
局

へ
の
届
出
が
必
壑
と
な
り
ま
し

た
。

▼
届
出
が
必
要
な
場
合
：
’◇
建

築
物
・
工
作
物
の
新
築
、
増
改

築
な
ど
で
、
高
さ
が
1‐
三
琵
又

は
建

築
而
積
が
一
千
平
方
μ

を

超
え

る
も
の
◇
上
地
の
区
面
形

質
の
変
更
、
土
砂
の
採
取
な
ど

で
面

積
が
三
千
平
方
に
、
又
は

の
り
面
の
高
さ
が
五
‥い
か
つ
長

さ
が
十
‥
い
を
超
え
る
も
の
◇
屋

外
に
お
け
る
物
品
の
巣
積
や
貯

蔵
（
廃
嗔
、
古
タ
イ
ヤ
、
建
築

賢
材
な
ど
を
禎
み
訛
ね
て
お
く

こ
と
）
で

高
さ
が
三
む
。
又
は

面
積
が
五
百
平
方
‥
い
を
超
え
る

も
の問

い
合

わ
せ

・
柵
島
県

県
民
生
活
踝

公
（
５
２
１

）７
１
７
８

・
県
北
地
方
振

興
局

晋
（
５
２
１

）
7
6
5
2

土

地
取

引

の届

出

国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く

売
買
な
ど
の
届
け
出
制
虞
が
変

わ
り
ま
し
た
。

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

を
行
う
鳩
合
は
、
こ
れ
ま
で
は

売
買
な
ど
の
契
約
前
に
そ
の
届

出
が
必
要
で
し
た
が
、
平
成
十

年
九
月
か
ら
。
契
約
締
結
後
二

週
間
以
内
に
翼

い
ｔ

が
土
地
の

利
用
日

的
や
取
引
価
格
な
ど
を

市
町
村
を
経
由
し
て
知
事
に
届

け
出
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

▼
一
定
面

積
・：
市
街
化
区
域
で

は
二
千
平
方
μ
以
上

。
市
衡
化

区
峨
以
外
の
都
市
計
面
区
峨
で

は
五
千
嘔
方
丿
以
上
、
都
市
計

両
区
城
外
で
は
一
万
平
方
μ

以

上
▼
届
出
の
必
要

な
土
地
取
引

・：
土
地
の
兇
買
、
交
換
、
共
有

持
分
の
譲
渡
、
旗
渡
担

保
、
代

物
弁
済
、
一
時
金
の
生
じ
る
賃

貸
借
契
約
な
ど
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
取
引
の
予
約
契
約
を
し

た
場
合
も
同
じ
で
す
。

問
い
合
わ
せ

・
県
北
地
方
振
興
局

ｇ
（
５
２
１
）
7
6
2
4

‘
国
兇
町

企
画
商
工
課

｀
‘（
５
８
５
）
2
9
2
7

５月の心配ごと相談

６Ｂ啝 松浦 第 い

佐● 広笑14
日  圜 ･ 光人,4

佐久川モト,4
為 日 人,4

佐久綢フミ14

●魯所 場 ( 2 ) 松 空
●時圃 午物 9 正午

人口と 世帯

人口 ３月 １日現 在
男　5  物 501人(  - 2 )
女　5.908 人（＋ ｌ ）
計 一 4 人（＋ ｜ ）

出 生 １１人 死 亡 １２人
転 入 ９人 転出 １１人

世 帯

3｡ｰ  38t!(  + 2  )

結
婚

お
め
で
と
う

菊

地

太

ｊ

・
渋

谷

啓
子

。
‘

（
石

ほ

田
東

）

玉

手

噸

夫

。
气

本

田

ト

ミ

子

。
‘

（

中

部

）

佐

膝

健

ｊ

・
４

橋

加

奈
″

‘
ｉ

江

北

）

石

川

明

ｊ

・
大

西

夬

紀
？

（

貝

田

）

誕

生

お

め
で

と

う

お
子
さ
人
　
　
　
　

保
瞳
Ｓ

上
田
睹
衂
ｙ

併
崋
ぐ

由
美
子
．
‘

】

田
光
』

商
嚊
皿
令
ｙ

孝
市
ぐ

タ
カ
（

シ
ク
イ

レ

ク
シ
ー
セ
シ
リ
ア
″
二

只
Ⅲ

）

朽
木

烈
ｙ

Ｗ

奉
．
气

麌

？

（
沌
山
）

佐
滌
Ｓ

太
ｙ

保
．
‘・
黹
哭
ｆ

ど

噫
江
北

）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

実

沢

タ

イ

。
‘
　

８５
　
　

｛

第
８

｝

宍

戸

ト

キ

。
‘
　

一一
一
　
　

（

第
一

）

佐

久

閥

畏

古

。
‘

ｎ
　
　

（

川

内

）

松

浦

亰

．
ｊ
　

６５
　

（

山

崎

北

）

佐

藤

弥

士

一

。
‘

７３
　
　

１

町

）

赤

井

畑

義

則

。
‘

５３
　
　

｛

駅

前

｝

佐

雌

勝

治

。
‘
　

９０
　
　

｛

只
0
1
｝

小

幅

喜
一

。
‘
　

８３
　
　

（

第

３

）

遠
藤

皿

後

。
‘
　

９０
　

（
光

明

寺

）

商
村

ミ

ヨ

’
‘
　

７４
　
　

（

大

城

）

斎

藤
忠

大

。
‘
　

一
’
　

（

小

坂

）

大
波

つ
や

。
‘
　

４８
　
　

（

第

９

）

｛

３

月

匐

日

届

出

分

ま

で

｝

「
あ
つ
か
し
夕
市
」
開
店
で
す

今年も、農家のお毋さんたちが作った新鮮で安全な

野菜や果物を直接販売する｢ あつかし夕市｣ が店開き

しました。

夕市は。４月から11月までの第２と第４火曜日、Ｊ

Ａ伊達みらい国見Ａコープ店前で開かれます。時間は

午後４時３)分から５畤・}分まで。 みなさん、どうぞお

いでください。

★問い 合わせ 農 林課 農 林振興 係 ｆ?(585)2986



生 涯 学 習

つ う し ん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)
0 ( 5 ) 2676 FAX  ( 5 ) 270 て

団員
募集

柔道スポーツ少年団

錬習日時…毎遇火・全曜日

小学生は午後６畤～ｅ時．

中学生ｇ上は

午後６畤～９畤

練詈埼所…観月台文化センター体青館

年会費…3000円

(スポーツ安全保険料含む)

申込み…父母会事務局　斎藤博

(  飛 5 ｰ 2570 )

剣 道スポ ーツ 少年 自f

練習日時…毎週月・金曜日

午後６時半～８時

練習場所…観月台文化センター体育館

申込み…練習日に体育館においでくだ

さい。

※一般部員も募集しています。

新生活運動にご協力を

結婚披賞宴は簡素にし、会費制としまし

ょう。会費は１万円以内とし、引出物は

自粛しましょう。

お見舞いは３千円以内とし、快気祝いは

自粛しましょう。

香典は２千円以内とし、お返しは自粛し

ましょう。

国見町新生活運動推進委員会

忘
れ
な
い
で

加

入

し

ま

し

よ
う

～
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
～

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助
・
地
域
活
助
等

を
行
う
五
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対

象
と
し
て
、
往
復
途
上
も
含
め
た
グ

ル
ー
プ
活
動
中
の
傷
害
事
故
お
よ
び

賠
償
責
任
を
負
う
事
故
を
補
償
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
心
臓
マ
ヒ
な
ど

の
突
然
死
に
対
し
て
共
済
見
舞
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
万
一
の
寥
故
に
備
え
て

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

ま
し
よ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
体
育
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

県
民
の
翼

団
員

募
集

福

鳥

県

で

は

、

福

鳥

県

青

年

海

外

派

遍

事

業

「
う

つ

く

し

ま

県

民

の

翼

」

の

団

員

を

募

集

し

て

い

ま

す

。

▼

募

集

期

限

。
一
五

月

三

十

一

日

（

月

）

▼

派

遣

コ

ー

ス

・
・
・
青

少

年

育

成

活

動

研

修

コ

ー

ス

（

ア

メ

リ

カ

）

、

国

際

協

力

活

動

研

修

コ

ー

ス

（

ブ

ラ

ジ

ル

。

パ

ラ

グ

。ア

イ

）

、

環

境

保

全

活

動

研

修

コ

ー

ス

（

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

）

、

地

域

文

化

賑

興

活

励

研

修

コ

ー

ス

（

ド

イ

ツ

、

オ

ー

ス

ト

リ

ア

）

▼

応

募

資

格

要

件

ミ

青

少

年

育

成

と

国

際

協

力

は

十

八

歳

か

ら

四

十

歳

ま

で

、

環

境

保

全

と

地

域

文

化

振

興

は

十

八

鑞
か
ら
六
十
鑞
ま
で
の
者
で
、

研
修
テ
ー
マ
に
関
係
し
た
分
野

で
の
活
動
実
績
が
平
成
十
一
年

四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
六
ヵ

月
以
上
あ
る
者

四
十
五
名
▼

派
遣
期
間
・：
九
月
十
日

（
金
）

か
ら
九
月
一
一
十
六
日
（
日
）
ま

で
の
期
間
の
う
ち
十
日
問

▼
経

費
負
担
…
◇
青
少
年
膏
成
ｉ：
九

万
円
◇
国
際
協
力
…
十
二
万
円

◇
環
境
保
全
・・
‘九
万
円
◇
地
域

文
化
賑
興
五
十
万
円

問
い
合
わ
せ

生

涯

学

習

課

生

涯

学

胥

係
　

魯
（
５

８

５

）
２

６

７

６



募集
申し込みは 生涯学習係まで

585  ｰ  2676

くにみ女性教室

健康管理や聘事周闇，趣味。料理 ，グル

ープ活動を通し て，女性が心豊かに生き

るための学習を行います。

対象…町内 在住の20 嫩～60 嫩代の女性

期間…５月～３月( 年間17 回)

時間…午前９聘半～11 聘半

費用…年間5(X)円

冊切…４月26 日卯

阿津賀志学級

心皿かな日々を送るために 、長寿社会に

酒応した一般 教員や傭●管理 、町取 、草

花栽培。交遇教宣、グループ活動など幅

広い学習を行い ます。

対象…町内在住の概ね65 嫩以上の男女

期間…５月～２月（年間40 回）

時間…午前９時～11 畤半

費用…年間1000 円

子育て教室

幼児匏育の基本と心構え．しつけ．絵本

やＩ 話の選び方 ，食事や健康管理などに

ついて学習し ます．

対象･･･平成７年４月から平成10 年３月

までに生まれた幼児を持つ父母

や祖父母

朋闕…５月～３月（月３回程度）

費用…年間2000 円

（幼児一人・おやつ代）

ｇ■･･･２０人曜度

締切…４月23 日窗

成人学級

一般教養、映画観賞。町事問麗、グルー

プ 活動を通して 、現代社会に対応できる

知輿や技能を学びます。

対象…町内在住の20 鎭～60 癩代の女性

朋閥…５月～２月

時関…午後１聘半～３時半

費用…年周180 円

締切…４月23 日僮）

.パソコン教室

エクセル（初級～中級）
５月誦座17 日19 日21日24 日26日

６月講座14 日16 日18日21 日23日

７月鵬座12 日14 日16日19 日21日

定員 各講座11 人

(定月になり次第締切り)

場所 観月台文化センター

時間 午後６時～8E 時

糾師 中村勉先生ほか

受講科3(X)O 円 くテキスト 、フ ○ツピ

ーディスク代を含む)

剛 。い砌 惟| ま|した

【
一
般

図
書
】

子どもの替え取良作輿　　　　　 （鳥 越信著臘）

こ れは凄い東京大学コレ クション　　 （荒俣Ｓ他）

地年は 世界を黌える のか　　　　　 （矢○芳生）

「どんぐりの竃」のデッサン　　　 （山 本おさＣ）

ヤマダー家の辛抱 上 ・下　　　　 （群よう子）

ゴールド ラッシュ　　　　　　　 （初 美凰）

ティール メーカー　　　　　　　 （服部真潅）

カブ キの日　　　　　　　　　 （小林忝二）

五体不満足　　　　　　　　　 （乙武ふ革匡）

火の山 上・下　　　　　　　　 （津鳥 佑子）

【
児

童
図
書

】

圃をまく人　　　　　c ポール・フライシュマン1
カラフル　　　　　　　　　　 （扁蛤祁l
昜の帰画　　　　　 （○パート・ウヱストルl
ヨースケくん　　　　　　　　 （那須正碑l
カエルのべんとうや　　　　　　 （安江リエl
鬼の構　　　　　　　　　　　 ｛伊軅遭｝
アーサー王権誦　　　　　　　 （阿刀田高1
ジャムおじゃま　　　　　 （ヘレン・クレイグ1
はりねずみのlaりこ　　　　　　 くなかやみわ3
クローズアップ図繿全12巻　　　　　c ｓ浪●店1



にゅーす

ぱ っくあ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
振
興
券
で
す

園芸愛好会の代表が冨永町艮を訪ね、寄付を

してくださいました。r 砿阯に役立ててj と和

泉舂西さんと佐藤貞助さん、r ありがさうござ

います。大切に活用させていただきます亅 と冨

永町畏。

町の地域振興券交付は３月10 日から人枝地

区を皮切りに始まりました．この日、受付廟が

１番目の鈴木政男さんには、冨永町長が手渡し

ました．地峨振興券の交付対象者は約2. 人．

支給総細は.5.800万円でした．

桜
の
季
節
を
前
に

ゆ

と
り
と
や
さ
し
さ
い
っ
ぱ
い

町
の
観
月
台
公
園
管
理
会
（
占
川
勝
由
会
畏
）
の
委
員

が
。
公
園
の
桜
な
ど
の
枝
払
い
と
周
辺
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
ご
と
に
行
っ
て
い
る
作
業
で
す

が
、
桜
の
時
期
を
控
え
て
い
る
た
め
特
に
気
を
配
っ
て
の

作
業
で
す
。

これまで鯉設が湯められていた両山町営住宅

２号棟 が完成し．引渡し式が行われました．12

世帯が人居できる３附 建ての住宅 は．ｆ 掴

付きの階段なども設ljられ．ゆとりとやさしさ

いつぱいです．

編集・発行／国見町総務課
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ち
い
さ
な
天
才
た
ち

わ
た
し
の
愛
犬
ム
ク

轟
江
野
小
　
宍
戸
彩
兼

わ
た
し
の
愛
犬
厶
ク
は

と
っ
て
も
か
わ
い
い
や
つ

で
も
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
て

ム
ク
が
「
ワ
ン
」
と
ほ
え
た
の
に

無
視
し
て
し
ま
っ
た

そ
し
た
ら
ム
ク

さ
ぴ
し
そ
う
に

「
ク
ウ
ー
ン
」
と
な
い
た

そ
の
日
の
夜

眠
れ
な
か
っ
た

ム
ク
の
さ
び
し
そ
う
な
声
が

頭
の
中
で
い
や
な
く
ら
い

聞
こ
え
て
く
る

次
の
日
の
朝

思
い
切
っ
て
ム
ク
に

「
‘
」
め
ん
ね
」
と
あ
や
ま
っ
だ

そ
し
た
ら
ム
ク

元
気
よ
く
「
ワ
ン
」
と
な
い
た

や
っ
ぱ
り
わ
た
し
の
愛
犬
ム
ク
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